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「ムーミン」の世界を体験できる施設に係る固定資産の取得に関するお知らせ 

 

 

当社は平成 27 年６月 30 日開催の取締役会において、下記の通り固定資産を取得することを決

議いたしましたので、以下のとおり、お知らせいたします。 

 

 

記 

 

１．固定資産の取得について 

 

(1)取得の理由  

当社及び Puuha International Oy（フィンランド共和国、以下「Puuha」といいます。）は、

平成 25 年 11 月に 50％ずつ資本を拠出し、フィンランド、そして日本でも人気の高い「ムーミ

ン」を主題とするテーマパークを日本に設立し運営していくための事業（ムーミンテーマパー

ク事業）を目的とする株式会社ムーミン物語を設立いたしました。同社は、ムーミンの著作権

を保有する Oy Moomin Characters Ltd（フィンランド共和国）のグローバルな専属的代理人で

ある Bulls Presstjänst AB（スウェーデン王国）との間で、「ムーミン」を主題としたテーマ

パークに関する日本国内の独占的ライセンス契約を平成 25 年 11 月 20 日に締結しており、平成

27 年９月期第２四半期より、当社の連結子会社（現在の出資比率は 75％）となっております。 

 

当社グループでは、テーマパーク設立のため、各種準備を進めてきました。設立場所につい

ては、豊かな自然に触れられる埼玉県飯能市の宮沢湖畔について、かねてより地元自治体の飯

能市からの熱心な誘致活動のもとで、当該地の多くを所有する西武鉄道株式会社とも協議をし

本プロジェクトに対する賛同を受けておりました。当社グループとしては、当該地が首都圏近

郊にありながらムーミン作品のテーマの一つである「自然との共生」と「ムーミン」の棲む自

然あふれるムーミン谷の世界を体現するのに相応しく、当該地で本プロジェクトを行うことが

最良と考え、今般、当社が西武鉄道株式会社から土地及び建物を取得することを決定いたしま

した。なお、周辺の用地についても、今後、当社グループが別途取得若しくは賃借する予定で

あります。 

 

なお、当該地で展開するプロジェクトとしては、都市型のテーマパークではなく、宮沢湖を

中心とした広大なエリアで展開する“「ムーミン」の世界を体験できる施設”とする予定とい

たします。 

  



 

(2)取得資産の概要 

土地及び建物 

①所在地 埼玉県飯能市宮沢,他 

②土地面積  約187,000㎡ 

③建物面積 304.70㎡ 

④取得価額 ６億円 

 

 

(3)取得資産の相手先の概要 

名称 西武鉄道株式会社 

所在地 東京都豊島区南池袋一丁目16番15号 

代表者の役職・氏名 代表取締役社長 社長執行役員 若林 久 

事業内容 鉄道事業、沿線観光事業、不動産事業 

資本金 21,665百万円 

設立年月日 明治45年５月７日 

純資産 164,663百万円（平成27年３月31日現在） 

総資産 702,959百万円（平成27年３月31日現在） 

大株主及び持株比率 株式会社西武ホールディングス 100％ 

上場会社と当該会社の 

関係 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 該当事項はありません。 

関連当事者への該当状況 該当事項はありません。 

 

 

(4)取得の日程 

①当社取締役会決議日 平成27年６月30日 

②売買契約締結日及び手付金支払 平成27年６月30日 

③売買代金の一部支払及び 

 物件の一部引渡日 
平成27年８月31日まで 

④売買代金の残金支払及び 

 残りの物件引渡日 
平成28年５月31日まで 

 

 

２．今後の見通し 

 上記の固定資産の取得により、当社グループは“「ムーミン」の世界を体験できる施設”の

事業計画を本格的に前進させることとなります。当該固定資産の取得による当期連結業績に

与える影響は軽微であると見込んでおります。“「ムーミン」の世界を体験できる施設”が完

成するのは平成 29 年を予定しており、当該施設の稼働により当社の連結業績に影響を与える

見込みでありますが、テーマパークの事業計画の検討がさらに進むことによる中長期的な連

結業績への影響については、適宜、開示して参ります。 

以 上 


